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う構図は、単に航空旅行の予約・発券に留まらず、社会全般
の制度に共通する傾向であると考える。

4．まとめ

　以前から、航空座席手配における座席予約と航空券発券は、
商業航空運送に伴う営業関連業務の一環として、個別処理に
ついて具体的かつ技術的に分析されるか、もしくは座席使用
権の確保とその証憑の発行という単純な関係性の範囲内で捉
えられることが多い。当研究では、予約と発券の関係性の推
移について、その疎密関係を時系列的に見ている。これによ
り、両者の制度的な関わりを明確にし、併せて航空座席手配
の実務上の変化という視点からも考察し、将来的に航空座席
手配に起こりうる変化の方向性を見いだそうとしている。

［補注］
1．�現在では旅行会社と呼称される業種は、当初は航空券を含む船
車券類の代理販売から興ったため、以前は旅行代理店と呼ばれ
ていた。その後に、パッケージツアーに代表される旅行全体を
販売するようになったため、旅行会社という呼び方が定着した。
本論では旅行会社の業務のうち、予約・発券という代理販売行
為に着目しているため、旅行代理店の名称を用いる。

2．�団体運賃は、航空会社が座席の販売促進を目的に設定した団体
座席に適用し、パッケージツアーなどのために使われる運賃で
あるため、旅客側の都合による予約の変更は想定していない。

［参考文献］
久保田博（2003）：新版鉄道用語辞典、グランプリ出版、p.308
澤井弘之（2004）：（秋山義継・井上博文『現代交通観光辞典』、創
世社）、p.289
中谷秀樹（編著）（2018）：観光と情報システム【改訂版】、流通経
済大学出版会、p.187、209
IATA（2019）、Passenger Services Conference Resolutions 
Manual、39th Edition、Montre-al―Geneva: International 
Air Transport Associa-tion
JR時刻表、2019年12月、株式会社交通新聞社、 p.950
JR東日本旅客営業規則（2020）　https://www.jreast.co.jp/
ryokaku/.最終参照2020年2月26日
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中国シルバーツーリズムの現状と問題研究

1．序論

　世界的な人口高齢化の背景の中で、「シルバーツーリズム」
と呼ばれる60歳以上のシニアを対象とした旅行活動が、ます
ます注目を集めている。アクティブ・シニアの理念は、シニア
の社会参加と個人成長を促進することで、彼らの生活の質と
主観的な幸福感を高めることを目的としている。急速な高齢
化が進む中国では、増え続けるシルバーツーリズム市場の需
要と課題に直面しているのである。退職により余暇が増えた
シニアは、旅行に対する消費欲求と潜在的な力が増し、これ
が旅行業界に新たな活力と市場の機会をもたらしている。
　しかし、中国のシルバーツーリズム市場が拡大傾向にある
ものの、サービスの不足、商品の一元化、体験の質の不均一な
どが問題となっており、高齢者がアクティブ・シニアを実現
する可能性を制約し、彼らの主観的な幸福感にも影響を与え
ているのである。そこで本研究は、シルバーツーリズム市場
を最適化することによって、アクティブ・シニアを支援し、生
活の満足度を向上させる方法を探究することを目的としてい
る。研究の核心的な問題には、中国のシルバーツーリズム市
場の現状と発展動向、シニアの旅行消費行動の特徴、さらに
中国のシルバーツーリズムが直面している挑戦が含まれてい
るのである。

2．研究方法

　本研究では、文献分析法とインタビューを主に採用してい
る。関連文献の定性分析を通して、シルバーツーリズムの概
念の内包、市場の現状を明らかにする。また、中国浙江地域
の60歳から70歳の中等所得者10人を選び、インタビューによ
る深い分析を行うことで、対象人口の旅行消費行動と主な問
題点を洗い出し、キーチャレンジを導き出すのである。

3．中国シルバーツーリズムの現状

　2023年に中国旅游研究院が発表した「中国老年旅居康養
発展報告」によれば、2020年の中国の健康観光客数は6750万
人に達し、シニア旅行は福祉から産業へ、ニッチ市場から主
流市場へと変貌を遂げた1）。自由に使える時間が比較的豊か
で、健康水準が継続的に向上し、経済状況も改善しているな
ど、これらはすべてシニアが旅行活動に参加するにあたって
の有利な条件となり、シニア旅行の急激な発展の基盤を築い
ている2）。さらに、「中国大健康産業発展報告」の予測では、
2020年のシニア人口の総消費は7.01兆元に達し、2050年には
61.26兆元まで増加するとされている3）。これらのデータや傾
向からは、中国のシニア旅行市場には巨大な潜在力があるこ
とが窺え、中国が世界で最も大きなシニア市場の潜在力を持
つ国になる可能性がある。これは政策立案者にとっての課題
でありながら、旅行業界にとっての新たな機会をもたらして
いる。
　しかし、現在の中国のシニア産業は発展の初期段階にあり、
シニアの実際のニーズを満たす製品やサービスが深刻な不足
を抱えている。中国老齢協会の統計によると、現在の世界の
シニア向け製品は6万種類を超えており、その中で日本は4万
種類以上を有しているが、中国はわずか2000種類あまりしか
ない4）。
　また、人材不足も重要な問題となっている。北京師範大学
中国公益研究院が公表したレポートでは、中国のシニア産業
における康養技能型の専門人材が約500万人不足しており、
他の関連専門サービス人材も同様に不足していることが指摘
されている5）。
　これらの点から、シルバーツーリズム市場には巨大な潜在
力があるものの、人材や資源の不足、サービス提供の不足な
どが市場発展の大きな課題となっている。シニアの可処分所
得の増加や消費観念の変化により、外出や旅行への興味は高

中国シルバーツーリズムの現状と問題研究
研究員　徐 翰林
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まっているが、シルバーツーリズム市場では、サービスの質が
十分でない、旅行体験が単調である、製品に特徴がないと
いった問題が存在している。

4．浙江省中等所得60～70歳の 
シルバーツーリストの特徴

　経済の急成長を遂げる浙江省において、50歳から60歳の中
等所得のシニア層が旅行市場の新たな担い手となりつつある。
2020年には浙江省の国内総生産（GDP）は6兆4613億元に達
し、全国第4位、一人当たりのGDPは全国平均の1.4倍に相当
し、中等所得層の割合は約60％を占めている6）。
　本研究でインタビューした10人の50歳から60歳の中等所
得シニアは、ほとんどが安定した退職金を受け取っており、
生活の質も良好だ。平均退職年齢は55歳で、再就職する割合
はそれほど高くない。彼らは旅行への強い需要を持ち、体調
が許す限り多く外出を楽しみたいと考えており、旅行は彼ら
の生活の一部になっている。このグループは消費力が強く、
趣味の旅行を十分に支えることができる。彼らが好む旅行の
形態は多岐にわたり、国内旅行や時折の海外旅行を含む。
　先進国と比べると中国の中等所得層の割合には大きな隔た
りがあるものの、浙江省ではシニア層の消費行動が成熟した
モデルを示している。旅行商品を選ぶ際には、品質とサービ
スを重視し、コストパフォーマンスにも注目し、割引に敏感で
あり、オフシーズンの旅行を好む傾向にある。
　インタビューされた多くのシニアは都会育ちで、子供たち
も安定した職と収入を持っているため、彼らに追加の経済的
支援を提供しており、その結果、旅行先や旅行方法をより自
由に選ぶことができる。インタビュー対象のシニアは全員が
結婚している子供との関係が密接で、そのためホテルや旅行
先の予約もしばしば子供が代わりに行う。また、新しいもの
にチャレンジする意欲があり（「インスタ映え」スポットや流
行りのレストランなど）、時代の流れを追う姿勢を見せている。
　インタビューに応じたシニアたちは、新しいデジタル技術
を比較的よく受け入れている。60歳のシニアは、ソーシャル
メディアを活用して親しい人と旅の思い出を共有することに
慣れていると話している。しかし、視力の衰えなどのため、現
在はより安全で快適な旅行を求め、子供たちと一緒に行動す
ることを選び、デジタルデバイスの使用時間を減らす傾向に
ある。これは、デジタル技術がシニアの旅行体験を向上させ
る上で積極的な役割を果たしているが、同時に旅行サービス
提供者は彼らのサービスを最適化し、高齢ユーザーの操作習

慣に合わせてより親しみやすくする必要があることを示唆し
ている。
　このようにして、浙江地区のシニア旅行グループは、消費
の可能性を秘めた市場であるだけではなく、家族の調和を促
進する大切な役割も果たしている。旅行を通じて得られる感
情的な価値は、特にシニア世代にとって重要である。

5．中国シルバーツーリズムの挑戦

　経済の急激な発展を遂げる浙江省において、60歳から70歳
の中等所得層のシニアが旅行市場の新たな主役になりつつあ
る。しかしながら、この世代が強い旅行意欲と消費能力を持
つにもかかわらず、浙江地方のシニア旅行市場はいくつかの
課題に直面している。
1．�シニアの旅行需要に対する理解に誤解があります。従来
の研究でシニアのニーズは若者とは異なるとされてきま
したが、実際には彼らは若者がどのように生活を楽しむ
かをよく理解しており、若者が好むもの（過度に刺激的
なものを除く）に挑戦する意欲があります。しかし、現
在の国内旅行市場では、この層のニーズが十分に重視さ
れておらず、シニア向けの旅行サービスを提供する業者
の数も市場の需要に追いついていないばかりか、提供さ
れる商品の内容や種類も限られています。

2．�デジタル技術への適応について、シニア層には課題があ
ります。浙江省のシニアは比較的新しい技術を受け入れ
やすいですが、年齢と共に視力の衰えなどの生理的な変
化がスマートデバイスの利用に困難をもたらす可能性が
あります。このため、旅行サービスの提供者は、旅行ア
プリやプラットフォームの設計にあたり、シニアに優し
いインターフェースや機能をより検討する必要があり
ます。

3．�シニアは旅行中の健康と安全に大変関心がありますが、
現在の旅行サービスの従業員にはシニア旅行市場に関
する専門知識やサービス技術が不足しており、高齢の旅
行者は旅行中に自身の健康状態を気にして、心理的な負
担を感じることが少なくありません。

4．�浙江省のシニア世代は、割引を享受するためオフシーズ
ンの旅行を選ぶ傾向があり、これにより旅行業界はオフ
シーズンにも資源配分の問題に直面することが求めら
れます。

5．�浙江省のシニアは子供と一緒に旅行することを好む一
方で、このような家族間の相互作用は、異なる年代の
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中国シルバーツーリズムの現状と問題研究

ニーズに応える旅行商品やサービスを提供することを
必要とし、家族間の新しい相互作用のトレンドに対応す
る必要があります。

6．今後の研究展望

　中国のシニア旅行市場に対する今後の研究では、アクティ
ブ・シニアという考え方と主観的幸福感という概念を組み合
わせることで、関連する課題への理解を一層深めることが可
能である。
　将来の研究は、旅行を通じてシニアの生活の質と主観的な
幸福感をいかに向上させるか、文化伝承においてアクティ
ブ・シニアの価値観をどう普及させるか、シニアの感情的
ニーズや身体的条件に合わせた旅行商品をどう設計するかに
注目すべきだ。
　政策の側面では、現行の旅行政策がアクティブ・シニアを
推進する上でどのような影響を与えているかを評価し、政策
の策定と実施を通じて、シニアにとっての心身の健康、社会
的参加、個人の成長に寄与する旅行環境をいかに創出するか
を検討すべきである。また、シニアサービスと旅行業界の一
体化や、政策支援を通じてシニアの社会参加と個人の成長を
促進し、彼らの主観的幸福感を高める方法も模索すべきで�
ある。
　要するに、将来の研究では、アクティブ・シニアとシニアの
主観的幸福感をシニア旅行市場の分析枠組みに組み込み、多
角的な研究を通じて、市場の発展に向けた理論的裏付けと実
践的指導を提供すべきだと言える。

［参考文献］
1．�中華人民共和国文化旅游部（2023年）:「中国老年旅居康養発
展報告」

2．�中国旅游研究院（2023年）:「中国国内旅游発展年次報告
（2022—2023）」
3．�張車伟・宋福興・王橋・程杰（2018年）:「中国大健康産業発展
報告」

4．�中国老齢協会（2019年）:「需要側視点下のシニア消費及び需要
意欲研究報告」

5．�CCTV（2021年8月27日）:「老後の看護人材の不足は著しい若
者が『シルバー産業』に加わる方法は？」[ニュース記事]

6．浙江省統計局（2020年）:「2020年浙江経済成績表の解読」
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　2023年6月10日、香港のビクトリアハーバーで風変わりな
アートイベントが行われた。登場したのは2体の巨大なラバー
ダック。形はお風呂に浮かべるおもちゃでおなじみのプラス
チック製のあひるだが、高さが18メートルあり、黄色い体と
オレンジ色のくちばしは遠くからでもよく目立つ。2体のラ
バーダックは2カ月にわたりビクトリアハーバーに浮かべられ、
その間香港の町中や駅の構内などいたるところに、ラバー
ダックをあしらったイラストやアート作品が展示された。
　この巨大ラバーダックはオランダ人アーティスト、フロレ
ンティン・ホフマンの考案によるアート・プロジェクトである。
2007年からオランダ（アムステルダム）、フランス（サン・ナ
ゼール）、ドイツ（ニュルンベルク）、オーストラリア（シドニー）、
韓国（ソウル）、ブラジル（サンパウロ）、ニュージーランド

（オークランド）、台湾（基隆・高雄）、その他、世界各地の湾や
河川を毎年巡回し、「世界を旅するあひる」として国際的な
アートイベントとなっている。日本でも2009年より、ほぼ毎
年、大阪の中之島やほたるまちで展示された。2012年には尾
道水道での展示もあった。
　ラバーダックはもともとお風呂に浮かべて遊ぶおもちゃだ
が、アーティストのホフマンによると、地球の海や川はつな

がっており、1つの大きなお風呂に見立てることができる。地
球の巨大なお風呂に、大きなラバーダックを浮かべることで、
国境や文化や民族などのちがいを超えようというコンセプト
だという。「ラバーダックは、人びとを差別せず、政治的意図
とも無縁です。親しみやすく、子どもも大人も癒し、子どもの
ころの思い出を呼び起こし、世界的な緊張を和らげる力があ
ります。ラバーダックは幸福の象徴です」とホフマンは述べて
いる。本稿では、このラバーダックと観光の関係を概観する
とともに、その起源や、その特徴を見ていきたい。
　ラバーダックは日本では昔からとてもポピュラーな存在だ。
家庭のお風呂に浮かべて遊ぶあひるのおもちゃは昭和の時代
からあった。とはいえ、特定のキャラクターとして名付けら
れたりすることのないまま、お風呂で子どもが遊ぶ安価なお
もちゃとして広く普及していた。
　ところが、そうしたあひるのおもちゃの一つが1995年に日
本テレビ系バラエティ番組「ザ！鉄腕！DASH‼」のロケで
番組のマスコットとして使用されるようになった。この企画
が人気を博したことから、このラバーダックは「アヒル隊長」
と名付けられ、ブランド化された。また、同じころから、100

ラバーダックと観光文化
研究員　田中 真知

写真1　2012年尾道にやってきた巨大ラバーダック

写真2　�2014年、巨大ラバーダックがやってきた台湾の�
基隆はあひる関連商品で溢れていた
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ラバーダックと観光文化

円ショップで中国製のラバーダックが販売されるようになっ
た。「アヒル隊長」は2014年には鹿児島県霧島市の霧島温泉
大使に任命され、温泉のPR活動やイベントなどに出演するよ
うになった。
　日本各地のスーパー銭湯や温泉ホテルにおいても、湯船に
大量のラバーダックを浮かべたスペシャルデーを設けるなど
してファミリー向けの宣伝やPRに活用されるようになった。

「一人一個ご自由にお取りください」と小さなラバーダックが
置かれているスーパー銭湯もある。
　ラバーダックを観光やPRのために活用している場所はお
風呂や温泉だけではない。京都市東山区の粟田神社の手水鉢
は、何百個もの小さな黄色いラバーダックが浮かべられてい
ることで知られている。2020年、コロナ禍のときに、水を抜か
れて殺風景だった手水鉢に、氏子の男性が150個のラバーダッ
クを並べたことがきっかけで、以来、宮司がラバーダックを
増やしたり並べ替えたりするうちに、観光客や参拝客の目を
引くようになった。
　ほかにも、伊香保温泉にある祠

ほこら

に、三社札を貼るように小
さなラバーダックが並べられていたり、自衛隊の演習場にラ
バーダックが並べられたり、また渋谷の円山町のホテルの前
に大量のラバーダックが毎日フォーメーションを変えて並べ
られていたりという現象も起きている。いずれも計画的なも
のというより、自然発生的な個人の遊び心から始まっている
のが特徴である。
　欧米においては、ラバーダックは、お土産品として特異な
位置を占めているように見える。大英博物館のミュージアム・
グッズコーナーへ行くと、歴史的なモチーフをかたどった種々
のラバーダックが売られている。2012年に筆者が訪れたとき
は、スフィンクス、ローマ兵、バイキング、サムライ、ネイティ

ブアメリカンの5種類が販売されていた。その後、ローマ兵
ダックは百人隊長と千人隊長の2種類になり、新たにシェ 
イクスピアをかたどったラバーダックが販売されるように 
なった。
　大英博物館ばかりではなく、規模の小さな博物館でも展示
に関係するキャラクターを模したラバーダックが販売されて
いる。たとえば、シャーロック・ホームズ博物館では、パイプ
を手にしてフロックコートをまとったシャーロック・ホーム
ズ・ダックが、フローレンス・ナイチンゲール博物館では、カ
ンテラを手にした白衣のナイチンゲールに扮したラバーダッ
クが人気商品として販売されている。
　ロンドン塔へ行けば、ロンドン塔をかたどったラバーダッ
クや衛兵ビーフィーターに扮したラバーダックが。土産物屋
や雑貨店には王冠をかぶったエリザベス2世に扮したラバー
ダックが。またロンドンをホームタウンとするフットボール
チーム、チェルシーFCのアンテナショップへ行けば、チェル
シーのユニフォームを着たラバーダックが応援グッズとして
販売されている。オックスフォード大学へ行けば、黒いマント
と帽子を身につけて、卒業証書を手にしたラバーダックが置
かれている。地元にゆかりのある歴史的人物や名所が、ラ
バーダックによって表現されているのである。
　同様の現象は、ほかのヨーロッパ諸国においても見られる。
オランダのアムステルダムでは住民登録をすると、記念とし
てラバーダックが配られる。画家フェルメールの故郷デルフ
トでは、地元の名産デルフト陶器を模した白地に青い柄のラ
バーダックが売られている。ドイツのベルリンにあるユダヤ
博物館には、黒ずくめの衣装に豊かなあごひげと長いもみあ
げをたくわえた超正統派ユダヤ教徒に扮したラバーダックが、
ウィーンでは19世紀のオーストリア皇后だったエリザベート
と、その夫であったフランツ・ヨーゼフ1世のラバーダックが
販売されている。また、スペインのサンチャゴ・デ・コンポス
テーラ大聖堂に付属するショップでは、伝統的な巡礼装束で
あるひょうたんと杖とホタテを身に着けたラバーダックが販
売され、バルセロナでは建築家アントニ・ガウディのラバー
ダックが販売されている。
　こうしたラバーダックの多くは、その有名人にちなんだ地
元で販売されているが、同時に2015年にオランダのアムステ
ルダムに出店されたDuck Storeというラバーダック専門店
でも主要なものが手に入る。2023年現在、Duck Storeは、パ
リ、バルセロナ、ベネチア、マドリッド、ミラノなど、ヨーロッ
パ7カ国の主要都市に15店舗に拡大し、ネット通販も行って
いる。

写真3　大英博物館の人気グッズ
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　アメリカでは、ラバーダックはやや異なる展開を見せる。
ヨーロッパに比べて歴史が浅いことと関係していると思われ
るが、歴史的人物よりもスポーツチームのマスコットとして
普及している。メジャーリーグ・ベースボールでいえばヤン
キースやドジャースのユニフォームを着たラバーダックが、
アメリカンフットボールでいえば、マイアミ・ドルフィンズや、
フィラデルフィア・イーグルスといったチームのユニフォー
ムを着たラバーダックがアンテナショップで販売されている。
　また、アメリカ独特のラバーダックの展開として、1980年
代からアメリカ各地の河川で行われているダックレースとい
うイベントがある。これは数千個、あるいはそれ以上のラ
バーダックを川に投じて、どのラバーダックが下流に設けら
れたゴールに早く到着するかを競うレースである。目的は慈
善団体への寄付金や、コミュニティ運営のための資金調達の
ためである。ダックレースを主催する非営利団体の１つ
GAMEによると、1988年以来、募金総額は2億8000万ドルに
達するという。この団体は2024年には20回のダックレースを
予定している。
　元来、お風呂の子ども用のおもちゃであったラバーダックが、
このように幅広く、多様な用途へと展開を遂げたのは、どう
してだろうか。そのことに触れる前に、ラバーダックの歴史
を簡単に振り返ってみたい。
　今日普及しているラバーダックはプラスチック製だが、も
ともとはその名の通りラバー、つまりゴムでできていた。ゴム
製造の歴史は、19世紀のアメリカ人発明家チャールズ・グッ
ドイヤーが1939年にゴムの弾性を一定に保つ方法を発見した
ことに始まる。その後、19世紀後半にスコットランド人医師
のダンロップや、フランスのミシュラン兄弟が、このゴムを用
いて、折しも勃興してきた自動車産業を一気に進めるきっか
けとなった空気入りタイヤを開発した。その一方で、ゴムを

用いたおもちゃの開発も進められた。それが中空のあひるの
おもちゃ、つまりラバーダックだった。 
　ラバーダックの普及を加速させたのは1970年代に放映さ
れたアメリカの子ども向け番組「セサミストリート」だった。
番組の人気キャラクター、アーニーが手にラバーダックを持っ
てお風呂に入り「ラバー・ダッキー」という歌をうたった。「ラ
バー・ダッキー、きみがいれば、お風呂は楽しい」と歌われる
この歌は、お風呂をいやがる子が多かった当時、ラバーダッ
クと遊べるお風呂は楽しい場所なのだと思い込ませる教育効
果があったといわれる。こうしてお風呂のおもちゃといえば
ラバーダックというイメージができあがった。
　だが、その後、見てきたように、ラバーダックはお風呂のお
もちゃにとどまらず、地元にちなんだ歴史的人物や名所旧跡
をはじめ、さまざまなキャラクターに扮したものが次々と生
み出され、欧米各地の定評ある土産物になっていく。イヌや
ネコといったペットの定番、あるいはクマやゾウなど絵本や
童話での人気キャラクターをさしおいて、なぜ、あひるなの
だろう。
　その理由を２つの点から考えてみたい。ひとつは元になっ
ている「あひる」という家

か

禽
きん

と人間との関係から、もう一つは
ラバーダックという製品の特徴からである。
　あひるは、2000年以上前のヨーロッパや中国で野生のマガ
モを飼い慣らしたことによって作り出された家禽である。家
禽化によって体重が増え、羽が小さくなって飛べなくなった。
雑食で、旺盛な繁殖力があるため、ガチョウやニワトリ同様、
世界で広く飼育されるようになった。
　あひるは、瞳がつぶらで、歩く姿もユーモラスであることか
ら、昔から民話やおとぎ話にしばしば登場した。「集団で列を
なして歩く」「鳴き声が人間のおしゃべりのように聞こえる」

「身の程知らずで自分よりも強い相手でも向かっていく」と
いった特徴があることから、擬人化もされやすい。英国のベ
アトリクス・ポターの「ピーターラビット」、ロフティングの

「ドリトル先生」シリーズでは、あひるは世話好きなお母さん
的キャラクターを与えられている。
　ラバーダックは家禽のあひるをモデルにしている。その大
きな特徴は基本的に「黄色い」ことである。家禽のあひるは羽
毛の色は白のほか、さまざまであり、黄色いのはひなのとき
だけだ。ひなをかたどったのか、あるいはゴム加工技術が未
発達でくすんだ色のラバーダックしか作ることができなかっ
た時代の名残なのかはわからない。しかし、結果的に黄色い
体にオレンジのくちばしという視認しやすさが、子どもに
とっての親しみやすさにつながったとも考えられる。

写真4　筆者所蔵のラバーダックの一部
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ラバーダックと観光文化

　イヌやネコ、そのほかの動物の人形とはちがって、ラバー
ダックには個体差がほとんどない。表情もポーズも基本的に
どれも同じである。それは逆にいえば、あらゆる差異から自
由であるということである。性別も、年齢も、文化や国籍のち
がいも、ラバーダックにはない。「黄色」がひなの色だとはいっ
ても、ラバーダックが「ひな」というわけではない。冒頭でと
りあげたオランダのアーティストのフロレンティン・ホフマ
ンが語っているように「人びとを差別せず、政治的意図とも
無縁」なのである。そのことによって、逆にラバーダックは何
にでも扮することのできる自由を得た。個体差や個性によっ
て、かわいらしさや存在をアピールする必要はないのがラ
バーダックの特徴だ。だからこそ、同じキャラクターであり
ながら、各地の歴史的人物や名所旧跡になりかわっても違和
感を覚えずにいられるという普遍性を得た。
　最後に、そんなラバーダックが近年、政治的意図のもとに
用いられているエピソードを紹介する。きっかけは1989年の
天安門事件の報道写真だった。人民解放軍の戦車の前に立ち
はだかる青年を撮影した写真は有名だが、中国国内では規制
のためネットでは検索できない状況が続いていた。ところが

2013年、この戦車を巨大ラバーダックに加工した写真がネッ
ト上に出回るようになった。これに対して当局は「大きな黄
色いアヒル」の検索に規制をかけた。
　このことがきっかけとなって、ラバーダックは自由や民主
化のアイコンとして用いられるようになった。2015年には、
ブラジルのサンパウロで起きたジルマ・ルセフ大統領（当時）
の弾劾を求めるデモに巨大ラバーダックが登場し、2017年に
はプーチン政権の反対派のデモにラバーダックが登場。反政
府活動家がラバーダックを窓に掲げて抵抗を示したり、警察
がラバーダックを逮捕（押収）したりという事件も報道された。
2020年のタイでは、若者たちによる民主化運動で大きな浮き
輪のかたちをしたラバーダックが大量に登場した。若者たち
は警察の放水に、ラバーダックで対抗した。SNS上では、この
民主化デモを「ラバーダック革命」と呼ぶ者もいた。
　本稿冒頭で2023年の香港に巨大ラバーダックが登場した
と書いたが、長らく検索不能だった「大きな黄色いアヒル」を
香港当局自ら招いたことが何を意味しているのかは今後の検
討を待ちたい。
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1．はじめに

　私は、観光研究所の研究員としてフランスとカナダのケ
ベック州を対象に観光研究を続けている。本報告では、2023
年4月から12月までに成果として発表した研究を対象に報告
を行う。
【報告の順番】
（1）フランスを対象とした研究
1）フランス近代観光史について：海浜リゾート
2）コロナによるフランスの働き方の変化について

（2）カナダ東部の観光研究
1）�ケベック州の観光について、「誰が見るべきものを創っ
てきたのか」との視点から観光資源についての考察

2）�プリンス・エドワード島のコンテンツ・ツーリズムに
ついて

（3）�ルルド研究の継続（科研費基盤研究C「複合現実体験
としての聖地巡礼：ルルドをはじめとする19世紀西欧
における虚実の複合」）：日本のコピー版ルルド巡礼に
関する論文を執筆中である。

（4）おわりに

2．報告

（1）フランスを対象とした研究
1）フランス近代観光史について：海浜リゾート
　フランスでは、北部海岸（Dieppeディエップ）からリゾー
ト史が始まった。海水療法（冷水療法）というイギリスの風習
がドーヴァー海峡を挟んだ対面の海岸に反映されたものであ
る。19世紀中葉、ナポレオン三世による産業奨励によって、首
都パリの改造という歴史的な大工事があったのは周知のこと
であろう。皇帝はそれ以外にも富裕層のためのリゾート地の
形成にも関心を寄せていた。鉄道開設事業に関しても民間企

業に投資させながらインフラを設備させていく。北部海岸で
は、鉄道の敷設とともにTrouville-Deauville（トゥルーヴィ
ル・ドーヴィル）が整備、開発され「海辺のパリ」と言われる
ほど人気となった。海浜リゾートは「シック」な場所としての
ステータスが確立されていく。
　フランス人といえば「バカンス好き」を想起させるほどであ
るが、大衆化が始まったのは1936年以降である。レオン・ブ
ルム内閣下、フランス人民戦線の要望である「すべての労働
者たちに有給休暇を」が認められ、2週間のバカンスが全労働
者に与えられたのだ。労働者は初めてバカンスを知り、居住地
以外の場所で楽しむことを知ったのである。海辺のリゾート
にも変化が現れる。これまで憧れの場所であったTrouville-
Deauvilleの属性が変容する。Trouvilleは大衆化という選択
を選び、今日ではファミリー層の海浜リゾート地になっている。
一方で、Deauvilleは「シック」というイメージを保持してい
る。三万人弱の人口に関わらずそこには、フランスの高級ブ
ランド店の数々があり、砂浜には400本のパラソル、ウッド
デッキ遊歩道が整備され、ノルマンディ様式のホテルや立ち
並ぶヴィラが19世紀当時のイメージを再現する。冬季の療養
地（とりわけ結核患者）であったニースもまたイギリス人に
よってそのリゾート史が開始した場所である。しかし、20世
紀になると夏期のリゾート地として人気を集める。とりわけ
3Sと要望を満たす地中海沿岸は相変わらず人気である。
2）コロナによるフランスの働き方の変化について
　「フランス人と言えばバカンス」というような言説がある。
フランス人にとって有給休暇（バカンス）は勝ち取った権利
（1936年）であり、長期休暇は当然のことである。そして、バ
カンス中、仕事に携わらないのは当然である。バカンスと仕
事は二項対立的な関係である。ところが、2020年のコロナの
蔓延により多くの企業でリモートワークが義務化され、これ
までの二項対立が解体されそうな状況となった。今回、フラ
ンスのタイヤメーカーミシュランの本社（クレルモン＝フェ

フランス・カナダを中心とした観光研究と
コピー版ルルド巡礼について

研究員　羽生 敦子
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フランス・カナダを中心とした観光研究とコピー版ルルド巡礼について

ラン）で働く友人に、現在の状況をSNSを通しインタビュー
調査を行った（2月26日、4月3日、5月26日）。2023年現在、週
1回あるいは週2回のリモートワークが推奨されているとのこ
とが分かった（クレディ・アグリコル銀行も同様とのことで
あった）。特に小さい子供のいる家庭では有効な働き方だと支
持されている。また、リモートワークと週末の休みを連続さ
せて、家族と過ごす時間もできることも利点となっているよ
うだ。このように、コロナ後も引き続きリモートワークは支持
されているものの、私の友人の私見であるが、「仲間と一緒に
仕事をすることが楽しい」と考えるフランス人も多いとのこ
とから、その頻度はこれからも変わらないのではないかと考
える。ただし、ミシュラン本社は地方にあること、つまり豊か
な自然が日常にあることを考慮すれば、一般化できるもので
はないだろう。
　以上1）に関しては「フランスの北部海岸リゾートの変遷：
優雅なバカンスから当然のバカンスへ」として、2023年5月発
行のリゾートビジネス研究会（株式会社日本経済社）の「リ
ゾート白書2022」。2）については、同年6月に、前述研究会が
主催する第三回研究会の発表報告、「フランス近代観光嚆矢：
海浜保養地の移り変わり」をもとに編成し直したものである。

（2）カナダ東部の観光研究
1）�ケベック州の観光について「誰が見るべきものを創っ
てきたのか」

　ケベック州は、セントローレンス川に沿ってモントリオール、
州都のケベック・シティが位置するカナダ北東部の州である。
カナダ唯一のフランス語圏でもある。日本ではメープルシ
ロップと紅葉の美しさだけが、観光資源として認識されてい
る場所であるが、ヨーロッパからあるいは隣国のアメリカ合
衆国からはなにを求めて人々はケベックを旅したのか、『オー
ルドケベックからベル・プロヴァンスへ』、ディケンズ、イザ
ベラ・バードのテキスト等から考察を行った。ケベックは

1543年のフランス人ジャック・カルチエの「発見」から、フラ
ンスの植民地ヌーヴェル・フランスとして統治されていたが、
1763年、フレンチ・インディアン戦争（カナダにおける英仏戦
争）の敗北により、フランスは北米における多くの領土を
失った。それ以降、フランスからの旅行は禁止される（1）。19世
紀中葉になり、イギリス人（あるいはアメリカ人）がケベック
に「観光」を目的として訪れるようになる。支配階級から被支
配階級へと転化したフランス系のカナダ人（2）の生活を見るこ
ともまた「楽しみ」だったようだ。当時は先住民族もまた「見
るべき」ものとされ、二つのエスニックツーリズムを確認する
ことができる。一方、現在、ケベック州の大きな観光資源は
「紅葉」である。しかし、いつから「見るべきもの」として人気
となったのだろうか。ケベックを旅したディケンズやバード
の文章から「紅葉」に対する言及はほとんど見られない。実は、
紅葉を観光業に導入したのは1970年代の日本のツアー会社
であった。とりわけ日本においては、ケベック＝紅葉＝秋の
観光の定型が現在でも続く。次に、2023年現在までその人気
が続く2016年の韓国ドラマ『トッケビ』効果を事例とし、コ
ンテンツ・ツーリズムがもたらした新しい観光資源について
の考察を行った。最後に、ケベック州政府、およびカナダ連邦
政府が推奨する「先住民観光」の意義について紹介した。

［補注］
（1）�つまりフランス人旅行者によるテキスト（旅行記など）が

存在しない。最初のツーリストはジョルジュサンドの息
子だったのでは、と推測されている（Neatby:2018）。

（2）アビタン（habitant）と呼ばれていた。

［主要参考文献］
Neatby Nicole （2018） From OLD QUEBC to LA BELLE 
PROVENCE1920-1967
McGill-Queen’s University Press. Montréal&Kingston, 
339p.
Paul-André LINTEAU（2017） Une Histoire de Montréal, 
Boréal, 537p.
イザベラ・バード（2014）高畑美代子・長尾史郎訳『イザベ
ラ・バード/カナダ・アメリカ紀行 The Englishwoman in 
America（底本）』，東京，中央公論事業出版, 414p.
ディケンズ著（2005）伊藤弘之他訳『アメリカ紀行Dickens 
（1842） American Notes（底本）』（上）（下），東京，岩波文
庫, （上）433p, （下）435p．

以上は、2024年1月刊行予定の明石書店『ケベックを知るた
めの56章』の「観光」の章で執筆した原稿の要約である。

［主要参考文献］
コルバン・アラン（2010）『レジャーの誕生』渡辺響子（和訳），
東京，藤原書店,上下
羽生敦子（2012）『フランス北部海岸コート・フルーリのイ
メージ形成について, Deauville, Trouville, Cabourgを事
例に』，日本観光研究学会全国大会学術論文集（27）177-
180,日本観光研究学会
山田登代子（1998）『リゾート世紀末：水と記憶の旅』，東京，
筑摩書房，350p
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2）�プリンス・エドワード島のコンテンツ・ツーリズムに�
ついて

　プリンス・エドワード島のコンテンツとして、とりわけ日本
人ツーリストのバイブルともいえる『赤毛のアン』を選んだ。
今回の考察では、イギリス文化が色濃く反映されていること
（アフタヌーンティー文化など）、アンのロマン主義的まなざ
しが読者を取り込み、アンのまなざしで、つまりツーリストは
アン主導で島を観光しているのではないかと仮定するに至っ
た。アンシリーズは全八巻の大作である（2009年に新たに出
版されたものを含むと全九巻）。少女のアンは、第一巻の『赤
毛のアン』つまりグリーンゲーブルズで暮らす時だけなので
ある。孤児院や親せきの家を転々と過ごしたアンが、初めて
グリーンゲーブルズに来たことから始まる第一巻では、アン
はツーリストとも言える。島を訪れる読者（コンテンツ・ツー
リスト）は島の住民アンによって導かれる島の風景を楽しむ
だけでなく、むしろ、彼らと同様に外部から来た少女アンと
一緒に島を観光している気分になるのではないだろうか。

（3）ルルド研究の継続
　2019年よりフランス・ルルドを中心とした宗教観光を行っ
ている。コロナ禍であった2020年より、渡航できないという
事情もあり、日本のコピー版ルルドについて研究テーマを広
げている。フランス・ルルドは、1858年のマリア出現と湧水
の奇蹟（聖水）によりたちまち有名になった都市であり、傷病
者の団体巡礼ツアーが初めて開催された聖地である。ルルド
が観光巡礼地になった経緯、観光巡礼地ルルドの現状等につ
いては、拙稿に書いた通りである（1）。研究を進める中で、日本、
とりわけ長崎県に複製ルルドがたくさんあることを知り、そ
の経緯を知るために現地調査、文献調査を行っている。長崎
県では2018年「長崎と天草地方のキリシタン関連遺産」が世
界遺産の資産として登録されている。そのひとつ大浦天主堂

は「信徒発見の場」として観光資源としての価値が強化され
ている（2）。一方で、パリ宣教会のフランス人神父、潜伏キリシ
タン、そしてその子孫が苦難の末として献堂されて浦上天主
堂は、原爆によって破壊されたことのみが悲劇とされ、世界
遺産のキリシタン関連遺産としての価値から外される。周知
のようにキリシタン迫害史で名高い「浦上四番崩れ」はまさ
しく、この地域で起こったものである。長崎市の一般社団法
人　長崎国際観光コンベンション協会が主催する「長崎さる
く」では浦上散歩のひとつとして「長崎のルルド巡礼」を提供
している（3）。本河内教会のルルドと善長谷教会のルルドの二
か所である。浦上には、小峰のルルド、聖フランシスコ病院内
のルルドもあるが、観光の場として観光客（巡礼者）を受け入
れるのは、本河内と善長谷のようである。一方で、執筆中の
論文の中でも取り上げたが、2022年8月の調査ではJR長崎駅
の中に設置された観光案内所でのインタビューでは、二つの
教会（ルルドを含め）は信者さんが行くところではないかと
の見解を得ている。2023年5月27日にコロナ禍をへて4年ぶ
りに開催された本河内教会のルルド祭りに参加する機会を得
ることができた。論文では、この現地調査を中心に長崎ルル
ドとその参加者について考察を行う。

［参考文献］
L.Mモンゴメリ（1908）『赤毛のアン』Anne of Green Gables
（『赤毛のアン』1），松本侑子新訳（2019），文春文庫
――――（1909）『アンの青春』Anne of Avonlea（『赤毛のア
ン』2），（2019）
――――（1915）『アンの愛情』Anne of the Island（『赤毛の
アン』3），（2019）

以上は、立教大学観光学部『RT』3号（2024年3月）に掲載予
定の内容をもとに加筆修正したものである。

［補注］
（1）
①観光地ルルドにおけるホスピタリティに関する試論
白百合女子大学言語・文学研究センター　言語・文学研究
論集（19）41-58.2019年3月
②巡礼地から観光巡礼地に至る変遷の一過程について：ルル
ドを事例として
白百合女子大学言語・文学研究センター　言語・文学研究
論集（20）37-55. 2020年3月
③フランスの近代観光イベントに関する一考察：ルルド巡礼
を事例として　日本観光研究学会全国大会論集（33） 169-
172. 2018年12月
④コンテンツ・ツーリズムとしてのルルド巡礼の一考察
日本観光研究学会全国大会論集（34） 353-356. 2019年12月
⑤コピー版ルルドの一考察：長崎を事例として
日本観光研究学会全国大会論集（35） 137-140. 2020年12月
⑥観光都市長崎から周縁化する「浦上」について
立教大学観光学部紀要（24） 98-113. 2022年3月

（2）�すでに宗教の場ではない。1,000円の入館料が必要。天主
堂入り口の向かい側にあるマリア館大浦カトリック教会
が信者の祈りの場所である。

（3）�2023年現在、「コルベ神父の足跡を巡る」のタイトルに変
更されている。
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フランス・カナダを中心とした観光研究とコピー版ルルド巡礼について

（4）おわりに
　研究領域は今後もフランスとカナダを中心に行う予定であ
る。2019年から継続している科研費研究（ルルド研究）2023
年が最終年である。来年度は、これまでの研究成果をまとめ
ていきたい。
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1．国内研究

1　松本市における観光動態に関する研究
　研究テーマである「地方都市における産業転換と観光の浸
透プロセス」の一端を明らかにするため、2021年度以降、と
くにコロナ禍が松本中心市街地の観光空間に与えた影響を検
討するため調査活動を実施してきた。今年度はその一環とし
て、観光商店街に位置付けられる松本市中町通り、それに接
続する日の出町通りの土地利用状況に関する調査を継続し、
2021年度の調査結果との比較を通して、コロナ禍を契機とし
た中心市街地の土地利用変化（ゼンリン住宅地図による2019
年、現地調査による2021年および2023年の3年次）について
検討した（図1）。
　本研究の結果として得られた知見は、1．中町通りと日の出
町通りに共通して、従来の商業店舗が経営を継続しているの

みならず、コロナ禍の過程で転出した店舗を新規出店が補う
ことによって商業機能が維持されていること、2．中町通りで
は商業店舗の退出後に空き店舗になるケースが、日の出町通
りでは住宅が更地になるケースが目立ち、既存物件の転出後
の土地利用変化に形態的な差異がみられること、である。
　中町通りと日の出町通りに共通して、全体としてみれば、
コロナ禍以前の2019年時点の土地利用が維持されていた。と
くに商業機能の維持に着目すると、従来の商業店舗が経営を
継続しているのみならず、コロナ禍の過程で転出した店舗の
件数を、新規店舗の出店によって補っている様子がみられる。
観光商店街の中町通りは松本城周辺を徒歩で周遊する観光
者で賑わい、また松本市の居住空間を後背地に抱え、巨大な
集客施設が隣接する日の出町通りは地域住民による集客が見
込めることから、商業店舗による立地選定の対象となりやす
いと考えられる。このように主要顧客層は異なるものの、本

地方都市における産業転換と
観光の浸透プロセス

研究員　丸山 宗志

図1　中町通り・日の出町通りにおける土地利用の変化（2019・2021・2023年）

（ゼンリン「住宅地図」および現地調査により筆者作成）
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地方都市における産業転換と観光の浸透プロセス

稿で取り上げた2つのエリアはコロナ禍においても中心商業
地区としての立地特性を発揮しており、空洞化の進行や著し
い商業機能の衰退の痕跡はみられなかった。
　両エリアにおける土地利用変化の差異については、まず中
町通りでは、商業店舗の転出後は空き店舗となる例が比較的
多く、その後に別の商業店舗によって利用される余地が残さ
れている。4年間における短期的な入れ替わりにみられたよ
うに、一時的に空き店舗となった物件には新規の店舗が転入
しており、2023年現在の空き店舗にも別店舗が転入する可能
性が高い。このことは、観光商店街の立地の優位性とともに、
修景事業によって整備された街路景観と店舗ファサードがコ
ロナ禍においても新規出店を促している状況として、また更
地にならず建物が維持されやすい状況として理解することも
できる。
　一方、日の出町通りでは、住宅が建てられていた土地が
2023年時点で更地となる例が目立っていた。こうした住宅の
更地化は過渡的な土地利用状況として捉えることができ、
2023年に相次いでいることから、コロナ禍による影響が所有

者の意思決定に影響を与えている可能性も指摘できる。その
後は住宅の建て直しや新たな所有者による住宅の立地、場合
によっては商業店舗が立地する可能性がある。
　本研究では、中町通り・日の出町通りにおける2019年～
2023年の土地利用変化の共通点と相違点を明らかにするこ
とができたものの、こうした土地利用変化がコロナ禍の直接
的な影響によるものか否かについて検証が十分でない点が、
課題として指摘できる。このため今後は、例えば2019年以前
における2年ごとの短期間の変化なども含めて、コロナ禍以
前の土地利用変化にも分析の射程を広げることによって、コ
ロナ禍にともなう社会・経済的影響が松本の中心市街地の土
地利用状況に反映されていることが抽出することが研究の精
度を高めるために有効な手段であると考えられる。また、コ
ロナ禍においてこれまで制約の多かった聞き取りやインタ
ビューなどに対して調査活動の幅を広げることにより、店舗
経営者や地権者、不動産オーナーといった中心市街地の土地
利用に関わる各アクターの意思決定を明らかにすることがで
きれば、より詳細な空間変容のメカニズムに迫ることができ
ると考えられる。

2　地方都市における野外踏査（巡検）
　研究テーマである「地方都市における産業転換と観光の浸
透プロセス」の地域的特色を理解するための取り組みの一環
として、本務校・松本大学総合経営学部観光ホスピタリティ
学科に所属するゼミナール履修者を対象とした「巡検」を実
施している。2023年度では、福岡県北九州市（門司港）およ
び山口県下関市（関門海峡巡検：2023年9月）、長野県岡谷
市・塩尻市（岡谷・塩尻巡検：2023年12月）を対象として、
学生引率をともなう現地踏査を行った（写真1）。
　現地では、とくに都市地域における主要産業の転換や、地
域的特色を背景とした観光資源の立地と利活用の状況など
に理解を深めながら、郊外化や観光地化など社会状況に応じ
た地域変化について解説しながら景観調査を行った。このう
ち、北九州市小倉の魚町銀天街においては、チェーン化を含
めた店舗業種構成の調査、その後の土地利用図作成までを含
めた調査実習活動を実施した。

図3　日の出町通りにおける土地利用の変化（筆者撮影）

図2　中町通りにおける土地利用の変化（筆者撮影）

［参考文献］
丸山宗志・古川智史（2023）：松本市中町通り・日の出町通りに
おける土地利用の変化―コロナ禍による影響に着目して―，第
38回日本観光研究学会全国大会学術論文集，pp.97-100
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3　港湾都市における景観調査
　この調査は、国内の港湾都市における都市機能の分化の様
相を観測するために実施している。2023年度では、長崎県長
崎市内の南山手町、平野町などにみられる典型的な斜面都市
的な景観を有する傾斜面市街地における景観調査、長崎県佐
世保市・弓張岳の高所展望台（写真2）からの市街地の遠望と
眺望点の探索作業、さらには長崎市・浜町、佐世保市・四ヶ
町のアーケード商店街を中心とした中心商業地区における景
観調査を実施した。
　調査結果として、長崎市街地・佐世保市街地における都市
機能の遷移や空間利用の地域的特色を確認するとともに、斜
面市街地の生活空間における観光業の進出にみられるような、
人口減少と都市空間の観光利用が加速する港湾都市特有の
空間変容の在り方など、今後の港湾都市を対象とした観光地
理学的な研究活動にとって有益な視点と地理情報を収集する
ことができている。

2．海外研究

　このほか、国外のフィールドとして、ベトナム・ホーチミン
市を対象とした観光空間の動態に関する共同調査・研究を
行っている。本年度では、ベトナム南部ホーチミン市のバック
パッカーエリア（図4）を対象として、オルタナティブツーリ
ズムの実践によって形成されたバックパッカー街の空間的特
色と欧米人を中心とする外国人観光客の増加にともなう変容
過程を明らかにすることを目的に、調査活動（2023年8月～9
月）を実施した。
　この調査では、店舗業種構成に着目することによって、
バックパッカーエリアにおける現在の空間利用状況を把握す
ることを目的とした。具体的には、バックパッカーエリアの
中心部を構成するファムグーラオ、デタム、ブイヴィエン、
ドークアンダウの4街路の沿線に立地する商業店舗を調査対
象として、例えばホテルとそれに併設された旅行会社、レス
トラン・カフェをはじめとする飲食店など、各種の商業施設
の業種と業態の詳細について、網羅的な地理的情報を収集し
ている。筆者らは同様の手法によって2015年に実施しており

（大塚・丸山，2016）、データを照合・比較を具体的な変化を
検討することが可能となる。
　今年度の調査結果について一例を示すと、近年において
ホーチミン市のバックパッカーエリアはその性格を大きく変
化させつつあり、例えば、とくにブイヴィエン通りの沿線では、
ナイトクラブをはじめとする大型の飲食店が、複数の番地を
貫通して立地し、大規模な営業を展開している点が挙げられ
る（写真3）。また、日帰りツアーやオプショナルツアーなど現地
ツアーの催行・手配を行う旅行会社の店舗が移転・転出し、そ
の跡地にスパ・マッサージ店が出店する例が多く確認できて
いる（写真4）。こうした営業店舗の大型化と移り変わりは、バッ
クパッカーエリアを訪れる外国人観光客を中心とした新たな
観光需要に対応している状況として理解することができる。
　今後は、今回の調査データを当該エリアにおける空間変容
を示すための一次資料として活用し、2015年の調査データと
も照合することによって近年のバックパッカーエリアにおけ
る空間変容の具体的状況を明らかにする。この一連の成果は
学術論文としてまとめ、全国規模の学会に投稿を予定して 
いる。

［参考文献］
大塚直樹・丸山宗志（2016）：ホーチミン市におけるバックパッ
カーエリアの空間的特徴．地理空間pp.9，45-62．

写真1　�巡検中のJR塩尻駅3・4番ホーム�
（松本大学入試広報室撮影）

写真2　�弓張岳より望む佐世保市街地（筆者撮影）
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地方都市における産業転換と観光の浸透プロセス

写真3　ブイヴィエン通り沿線のナイトクラブ（筆者撮影） 写真4　�新規出店のスパ（写真左と右）が立ち並ぶ�
デタム通り（筆者撮影）

図4　ホーチミン中心部と研究対象地域の位置

（大塚・丸山，2016より転載）
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